
新
To

ku
sh

im
a英

語
村

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事

業
［
教
育
委

員
会

］

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

２
１
，
０
０
０
千
円
】

担
当
：
学
校
政
策
課

グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
潮
流

ボ
ー
ダ
ー
（
国
境
）
レ
ス
の
活
動
拡
大

社
内
公
⽤
語
が
英
語
の
企
業
も

英
語

で
の
論
文
作
成
・
発
表
能
力

⼤
学
教
員
も
外
国
⼈
が
増
加

小
学

校
で
の
英
語
教
科
化

平
成
３
２
年
度
実
施
予
定

企
業

大
学

学
校

小
・
中

・
高

校
を
通
じ
て

「
世

界
を
体

感
す
る
場

」
を
提

供

・県
南
を
活
動
拠
点
に
１
週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・ハ
ー
バ
ー
ド
⼤
学
⽣
や
バ
イ
リン
ガ
ル
⼤
学
⽣
の

参
加

・少
⼈
数
セ
ミナ
ー
，
対
話
型
フォ
ー
ラ
ム
，
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
等

グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

向
上

事
業

・県
内
３
カ
所
で
の
宿
泊
体
験
活
動

・⼤
学
教
員
，
留
学
⽣
，
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
参
加

・海
外
を
紹
介
す
る
セ
ミナ
ー
等

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
と
も
に
徳
島
を
学
ぶ

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
事
業

・県
内
３
コー
ス
の
デ
イ
キ
ャン
プ

・Ａ
Ｌ
Ｔ
とと
も
に
徳
島
の
歴
史
⽂
化
の
学
習

と体
験
活
動

世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

小
学

生

徳
島

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

ｂ
ｙ

Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｂ

高
校

生

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
英
語

を
ベ
ー
ス
に
国

内
外

の
大

学
生
や
社
会
人
と
の
対
話
に
よ
る
多

様
な
世

界
を
体

感

基
礎

的
な
英

語
を
ベ
ー
ス
に
外
国

人
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
，
異
文
化
体
験
，
交
流
活
動
を

通
じ
国
際
感
覚
を
醸
成

初
歩

的
な
英

語
を
ベ
ー
ス
に
外
国

人
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
楽

し
さ
を
体
験

求
め
ら
れ

る
素
養

中
学

生
小

学
生

英
語

で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力

自
分

を
生

か
す
多

様
な
選
択

肢
へ

の
気

付
き

世
界

に
踏
み
出
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
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新
「
徳

島
Ｆ
ａ
ｎ
」
拡

大
魅

力
発

信
事

業

関
西
圏

・
中

部
圏

の
徳

島
フ
ァ
ン

の
裾
野
拡

大
、
本

県
へ
の

観
光
誘

客
促

進
に

よ
る

地
域

経
済

活
性

化
！

！

担
当
：
大
阪
本
部
・
名
古
屋
事
務
所

［
政

策
創

造
部
］

【
平

成
２
７
年
度

当
初
予

算
額

４
，
５
０
０
千
円

】

本
県

観
光
客
最
大
の
発
地
で
あ
る
関
西
圏

に
お
い
て

「
食

」
「
観
光
」「
文
化
」
「
癒
し
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
観
光
誘
客

を
促
進

徳
島

が
世
界
に
誇
る
阿
波
お
ど
り
体

験
を
通
し
て

若
年

世
代
へ
の
魅
力

発
信

◆
県
人
会
会
員
の
高
齢
化

◆
阿
波
お
ど
り
教
室
参
加
者
に
占

め
る
若

年
世

代
の

割
合

が
僅

少

の
取

り
込

み
が
課

題
！

◆
「
大
鳴
門
橋
開
通
３
０
周
年
」
と
い
う
メ
モ
リ
ア
ル
・
イ
ヤ
ー

◆
「
淡

路
花

博
２
０
１
５
・
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」
の
開
催

（H
2
7
.3

.2
1
～

5
.3

1
）

に
繋

げ
る
好
機
到
来
！

阿
波

文
化

の
定

着
関

西
阿

波
お
ど
り
協
会
活
動
の
輪
の
拡
大

関
西

や
東
海
の

大
学
・
高

校
で

「
阿

波
お
ど
り
教

室
」
を
開

催

同
時

に
本

県
の
魅

力
も
Ｐ
Ｒ
！

マ
イ
カ
ー
利
用
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

高
速

道
路

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
で
の
Ｐ
Ｒ

シ
ニ
ア
・
女
子

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

若
年

世
代
を
対
象
と
し
た

出
張

阿
波

お
ど
り
教

室
開

催
事

業
(2

,0
00

千
円

)

現 状

関
西

圏
域

誘
客

促
進

事
業

（
2,

50
0千

円
）

若
年

世
代

来
て
も
ら
う

知
っ
て
も
ら
う

Ｕ
・
Ｉタ

ー
ン
へ

観
光

誘
客

リ
ピ
ー
タ
ー
の

確
保

滞
在
時
間
延
長

に
よ
る
観

光
消

費
額
の

増
大

出
張
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Ｈ
２
７

徳
島

大
学

で
先
行

実
施

⇒
他

大
学

に
拡

大

大
学

連
携
・
地

域
の
元
気
創

出
支
援

事
業

［
政
策
創

造
部

］

【
平

成
27

年
度

当
初

予
算

額
6,

50
0千

円
】

◇
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

◇
過
疎
化
、
若
者
の
流
出

◇
地
域
の
農
林
水
産
業
の
衰
退

県
の
課

題

◇
地
域
社
会
を
担
う
人
材
の
育
成

◇
地
域
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

◇
地
（
知
）
の
拠
点
と
し
て
の
大
学
づ
く
り

大
学

の
役

割

農
学
部
と
の
連
携
と
“
大
学
”
を
活
用
し
た
首
都
圏
で
の
情
報
発
信

徳
島

大
学

「
生

物
資

源
産

業
学

部
（
仮

称
）
」
設
置
（
H
2
8
）

⇒
新
学
部
の
情

報
発

信
・
P
R
支

援

・
高

校
生

＆
保

護
者

向
け

「
体

験
型

セ
ミ

ナ
ー

」
実

施

・
「

生
物

資
源

産
業

学
部

（
仮

称
）

創
設

記
念

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

開
催

・
徳

島
大

学
：

地
域

資
源

の
発

掘
調

査
・

文
理

大
学

：
棚

田
石

積
の

測
量

・
修

復
調

査
・

四
国

大
学

：
観

光
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

な
ど

地
方
大
学
等
の
活
性
化

→
地
方
大
学
の
知
の
拠
点
強
化
、
地
元
学
生
の
定
着
、
地
域
の
人
材
育
成

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
国
）

H
2
4
.6

文
部

科
学

省
「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」

地
域

再
生

の
核

と
な
る
大

学
づ
く
り
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
構

想
）

“大
学

連
携

”に
よ
る
地

域
の
課

題
解
決

、
地

域
の
人

材
育
成

1
s
t

4
0
時

間
1

s
t

4
0
時

間

H
2
6

延
べ

3
5
0
名

参
加

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

単
位

化
（

大
学

）
・

緑
・

赤
・

青
３

段
階

の
パ

ス
ポ

ー
ト

製
作

（
県

）

地
域
連
携
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
講
座
の
実
施

「
課

題
解
決
型
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
支
援
に
よ
る
地
域
の
人
材
育
成

担
当
：
県
立
総
合
大
学
校
本
部

県
内
３
大
学
８
講
座
実
施

包
括

連
携

協
定
締

結
（

県
内

３
大

学
と

明
治

大
学

）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
創
設

新
規

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
促
進
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
の
強
化

2
n

d

4
0
時

間
2

n
d

4
0
時

間
3

rd

4
0
時

間
3

rd

4
0
時

間

若
者
の
力
で
地
域
活
性
化
、
若
者
の
定
着

６
次

産
業

化
を
担

う
人

材
の
育

成

・
「

農
学

部
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
調

査
」

の
受

入
（

H
2

6
：

５
日

間
延

べ
6

0
名

受
入

）
・

「
明

治
大

学
オ

ー
プ

ン
講

座
」

と
の

連
携

（
H

2
6
：

延
べ

5
0

0
名

受
講

）
な

ど

「
生
物
資
源
産
業

学
部

（
仮
称
）
」
創
設
支
援

新
規

入
口
支
援

明
治
大
学
と
の
連
携

H
2
7
充
実
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・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
，
集
落
再
生
の
取
組
み
を
推
進
し
，
徳
島
で
暮
ら
す
ス
タ
イ
ル
を
全
国
に
発
信

・
徳
島
か
ら
全
国
に
提
唱
す
る
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
や
大
人
の
合
宿
を
核
に
，
新
し
い
働
き
方
の
モ
デ
ル
を
創
出

目
的

効
果
徳
島
発
の
取
組
み
を

の
事
例
と
し
て
全
国
に
情
報
発
信
！

担
当
：
地
域
創
造
課
集
落
再
生
室

・
人
が
人
を
呼
ぶ
「
連
鎖
と
循
環
」
に
よ
り
，
さ
ら
な
る
誘
致
へ
と
繋
が
る
流
れ

の
中
で
，
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
す
る
。

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で
「 「「「
働 働働働
く くくく
」 」」」

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出
企
業
の
持
つ

高
い
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
，
多
様
な
人
材

を
地
域
再
生
・
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
，

進
出
企
業
が
行
う
地
域
再
生
や
地
域
の

課
題
解
決
に
資
す
る
取
組
み
を
応
援
す
る
。

（
9
,0
0
0
千
円
）

［
政
策
創
造
部
］

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

１
５
，
５
０
０
千
円
】

新 新新新
と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で
「 「「「住 住住住
む むむむ
」「 」「」「」「
働 働働働
く くくく
」「 」「」「」「
繋 繋繋繋
が
る

が
る
が
る

が
る
」 」」」集
落
再
生
事
業

集
落
再
生
事
業

集
落
再
生
事
業

集
落
再
生
事
業

移
住
・
交
流
推
進
事
業

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で
「 「「「
繋 繋繋繋
が
る

が
る
が
る

が
る
」 」」」

進
化
す
る
「
と
く
し
ま
集
落
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
事
業

集
落
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年
度
に

お
い
て
，
と
く
し
ま
集
落
再
生
推
進
会
議
，

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
，
過
疎
集
落
の

現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
。（
2
,0
0
0
千
円
）

全
国
に
発
信

と
く
し
ま
モ
デ
ル

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で

と
く
し
ま
で
「 「「「
住 住住住
む むむむ
」 」」」

○
移
住
交
流
情
報
発
信
事
業

都
市
圏
に
お
け
る
移
住
交
流
フ
ェ
ア

に
お
い
て
、
本
県
の
魅
力
・
情
報
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
移
住
希
望
者
の

相
談
に
対
応
す
る
。

○
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
事
業

市
町
村
が
移
住
の
お
世
話
役
と
し
て
配
置
し
た

｢移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
｣に
対
し
，
実
践
的
な

研
修
を
通
じ
た
育
成
に
よ
り
，
受
入
体
制
を
強
化

す
る
。

（
4
,5
0
0
千
円
）

地
域

地
域
地
域

地
域
の ののの

お おおお
世
話
役

世
話
役

世
話
役

世
話
役
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[経
営
戦
略
部

]

担
当

：
管

財
課

【
平

成
２

７
年

度
当

初
予

算
額

１
６

０
，

０
０

０
千

円
】

新
庁

舎
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

◎
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

実
現

◆
６
合
同

庁
舎

に
お

け
る
設

備
の

老
朽

化
・
維
持
管
理

、
更

新
費

用
の

増
大

・
社
会
的
要

求
水

準
の

向
上

◆
節
電
の

限
界

・
空
調
等
運

用
に

お
け

る
我

慢
の

節
電

・
知
的
生
産

性
の

低
下

○
予

防
保

全
に

基
づ

く
計
画

的
な

設
備

更
新

・
老

朽
化

し
た

自
動

制
御

設
備

の
更

新

・
既

存
ス

ト
ッ

ク
を

活
用

し
た

効
果

的
な

リ
ニ
ュ

ー
ア

ル
手

法

○
ス

マ
ー

ト
な

節
電

・
我

慢
の

節
電

か
ら
の

脱
却

・
最

適
な

空
調

環
境
等

の
確

保

現
在

ま
で
の

取
組

・
建
築
物

構
造

体
を

良
好

に
維

持
す
る
た

め
の

「
防

水
機

能
強

化
」

・
老
朽

化
し

た
「
空

調
シ

ス
テ

ム
の

最
適

化
」

○
既
存
ス
ト

ッ
ク

有
効

活
用

事
業

本
庁

舎
Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

の
活

用

６
合

同
庁

舎
の

自
動

制
御

設
備

更
新

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
見

え
る

化
」

に
よ

り
６

合
同

庁
舎

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
状

況
を

本
庁

舎
で

一
括

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ
ス

ト
削

減
知

的
生

産
性

の

向
上

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

最
適

化

☆
庁
舎
一

括
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

現
状

６
合
同

庁
舎

の
長

寿
命

化
を

図
る

た
め

「
建
築

」
及

び
「

設
備

」
対
策
を

実
施

施
設

の
長

寿
命

化
・

財
源

の
平
準

化
を

実
現
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［
県

民
環

境
部

］

【
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
額

 
5
6
2
,
3
1
1
千

円
】

担
当
：こ
ど
も
未
来
・
青
少
年
課

１
放
課
後
児
童
支
援
員
等
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
推
進

背
景

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
事
業
【
新
規
】

(国
・県

各
1

/2
)

放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・技
能
の
習
得
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
し
，
認
定
を
行
う
。

年
２
回
，
年
間
２
０
０
人
程
度
の
認
定
を
目
指
す
。
【全
国
一
律
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
実
施
】

②
放
課
後
児
童
支
援
員
等
資
質
向
上
研
修
事
業

(国
1

/3
，
県

2
/3

)
放
課
後
児
童
支
援
員
等
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
す
る
。

（放
課
後
子
供
教
室
関
係
者
，
児
童
館
職
員
等
と
の
合
同
研
修
も
実
施
）

③
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業
【拡
充
】

(国
・
県
・
市
町
村
各

1
/3

)

新
設
・拡
充
，
耐
震
・老
朽
化
対
策
，
小
学
校
内
で
の
実
施
，
放
課
後
子
供
教
室
と
の
連
携
を
推
進
。

④
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助
（県
単
）

(県
・市
町
村
各

1
/2

)

国
庫
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模

(9
人
以
下

)な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
を
補
助
す
る
。

⑤
放
課
後
児
童
対
策
事
業

(国
・県
・市
町
村
各

1
/3

)

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
，
運
営
費
の
補
助
を
実
施
す
る
。

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

（
H

2
7

.4
本
格
施
行
予
定
）

・放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
児
童
が
「お
お
む
ね
１
０
歳
未
満
の
児
童
」か
ら
「小
学
校
就
学
児
」ま
で
拡
大

・
「
放
課
後
児
童
支
援
員
」
の
設
置

→
都
道
府
県
が
認
定
資
格
研
修
を
実
施
し
て
認
定

②
「
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」
（H

2
6

.7
策
定
）

・平
成
３
１
年
度
ま
で
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
全
国
で
約
３
０
万
人
分
整
備
（県
で
は
約
３
千
人
分
整
備
）

・
放
課
後
子
供
教
室
と
一
体
的
又
は
連
携
し
た
実
施
を
推
進

全
て
の
児
童
が
放
課
後
等
を

安
全
・
安
心
に
過
ご
し
，

多
様
な
体
験
・
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

実
現
！

H
2

6
：6
件

→
 H

2
7
：

1
6
件

補
助
対
象

:1
5

0
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ

対
象
外

:2
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ

(7
1
人
以
上

)

補
助
対
象

:2
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ

H
2

7
実
施

2
1
市
町
村

1
5

4
ク
ラ
ブ

質
の
向
上
･量
の
拡
充
を
総
合
的
に
推
進
す
る

新
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業

【
7
6
,2
5
7
千
円
】

放
課
後
児
童
対
策
事
業

【
4
8
6
,0
5
4
千
円
】

２
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
皿
確
保
に
向
け
た
取
組
み

「
小
１
の
壁
」
を
打
破
！

次
代
を
担
う
人
材
の

健
全
育
成
！
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［県
民
環
境
部
］

【平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額
　
２
９
，
１
７
７
千
円
】

保
育
人
材
確
保
等
推
進
事
業

①
保
育
人
材
就
職
等
促
進
事
業
【
拡
充
】

潜
在
保
育
士
の
再
就
職
支
援
、
保
育
所
へ
の
雇
用
支
援
等

（新
た
に
潜
在
保
育
士
研
修
会
を
開
催
し
、
再
就
職
支
援
を
強
化
）

②
保
育
士
資
格
等
取
得
支
援
事
業

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
の
取
得
を
支
援

③
子
育
て
支
援
員
（
仮
称
）
研
修
事
業
【
新
規
】

「子
育
て
支
援
員
（仮
称
）
」を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
、

年
間
２
０
０
人
程
度
の
養
成
を
目
指
す

担
当
：こ
ど
も
未
来
・
青
少
年
課

認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
促
進
！

多
様
な
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
！

新

・保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
等
に
伴
う
慢
性
的
な
保
育
士
不
足

・障
が
い
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

・待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
所
の
拡
充
（「
待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
」：
平
成
２
９
年
度
ま
で
に
待
機
児
童
解
消
を
目
指
す
）

・平
成
２
７
年
度
か
ら
の
「子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」に
よ
る
新
た
な
認
定
こ
ど
も
園
制
度
、
子
育
て
支
援
の
場
の
広
が
り

※
新
た
な
「幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」で
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
と
保
育
士
資
格
の
両
方
を
持
つ
「保
育
教
諭
」を
設
置

※
子
育
て
支
援
の
場
の
広
が
り
に
対
応
し
た
「
子
育
て
支
援
員
（
仮
称
）
」
制
度
の
創
設

保
育
人
材
の
確
保
、
保
育
の
質
の
向
上
が
必
要
！

①
現
任
保
育
士
等
研
修
事
業
【
拡
充
】

保
育
士
等
に
対
し
て
専
門
分
野
別
研
修
、
階
層
別
研
修
を
実
施

（新
た
に
新
任
保
育
士
研
修
会
を
開
催
し
、
保
育
士
の
就
業
継
続
を
支
援
）

②
保
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
事
業

市
町
村
が
実
施
す
る
研
修
を
支
援

③
認
可
外
保
育
施
設
研
修
事
業

認
可
外
保
育
施
設
の
保
育
従
事
者
に
対
す
る
研
修
を
実
施

④
社
会
福
祉
施
設
指
導
員
に
よ
る
保
育
所
指
導
等

待
機
児
童
の
早
期
解
消
！

総
合
的
な
取
組
み
を
推
進
！

背
景

保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み

保
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
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野
生
鳥
獣
管
理
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

【
平
成
2
7
年
度
当
初
予
算
額
7
5
,8
0
0
千
円
】

人
と
野
生
鳥
獣
の
適
正
な
関
係
を
構
築
し
，
地
域
社
会
の
発
展
を
実
現
！

［
県
民
環
境
部
］

事
業
の
背
景

○
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
な
ど
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
・生

息
数
の
拡
大
に
よ
り
，
自
然
植
生
や
農
林
水
産
業
へ
の
被
害
が
深
刻
化

○
狩
猟
者
の
減
少
・高

齢
化
に
よ
り
，
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
が
減
少
し
，
効
率
的
な
捕
獲
体
制
の
構
築
が
必
要

○
国
に
お
い
て
平
成
26
年
5月

の
鳥
獣
法
の
改
正
に
よ
り
「管

理
」を
定
義
に
追
加
，
指
定
管
理
鳥
獣
等
捕
獲
事
業
を
創
設

ニ
ホ
ン
ザ
ル
適
正
管
理
事
業

新
ニ
ホ
ン
ジ
カ
管
理
捕
獲
・
利
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

【
6
4
,8
0
0
千
円
】

【
1
1
,0
0
0
千
円
】

集
中

捕
獲

加
害
度
が
高
い
群
れ

安
楽
死

生
殖
抑
制

追
上
げ
等

(生
活
圏
分
離
)

個
体
数
半
減

Ｃ
群

Ｄ
群

加
害
群
半
減

Ａ
群

Ｂ
群

大
型
捕
獲
檻
に
よ
る
集
中
捕
獲

生
殖
抑
制
（避

妊
薬
投
与
）

事
業
の
目
的

○
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
管
理
捕
獲
の
推
進
と
地
域
資
源
と
し
て
の
有
効
利
用
に
よ
る
生
態
系
・農

林
業
被
害
の
防
止

○
平
成
３
５
年
度
ま
で
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
加
害
群
・個

体
数
の
半
減
を
進
め
，
農
業
・生

活
被
害
の
防
止

半
減
に
向
け
た
管
理
手
法

事
業
の
概
要

事
業
の
概
要

①
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業

・
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
「と
く
し
ま
捕
獲
隊
（仮

称
）」
を
認
定
し
，

高
標
高
・生

息
密
度
が
高
い
地
域
で
の
管
理
捕
獲
を
委
託

新

・
シ
カ
を
傷
つ
け
な
い
捕
獲
技
術
の
改
良

②
シ
カ
肉
等
地
域
資
源
活
用
事
業

・
ハ
ラ
ー
ル
に
対
応
し
た
飼
養
技
術
の
確
立

・
飼
養
期
間
短
縮
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
，
ユ
ズ
絞
り
滓
を
与
え
た
特
産
品
化

飼
養
に
よ
る
肉
質
改
善

ハ
ラ
ー
ル
対
応

③
ニ
ホ
ン
ジ
カ
適
正
管
理
事
業

・
一
斉
捕
獲
月
間
（５
，
１
０
月
）に
，
県
下
一
円
で
集
中
捕
獲

○
加
害
群
れ
を
大
型
捕
獲
檻
で
集
中
捕
獲
・安

楽
死

○
規
模
を
縮
小
さ
せ
た
群
れ
の
生
殖
抑
制

○
安
楽
死
，
避
妊
技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
・技

術
移
転 担
当
：
自
然
環
境
戦
略
課

「ｼ
ﾞｬ
ﾊ
ﾟﾝ
・ﾊ
ﾗ
ｰ
ﾙ
・ｴ
ｷ
ｽ
ﾎ
ﾟ2
0
1
4
」で
Ｐ
Ｒ
！

柔
ら
か
く
、
臭
み
の
な
い
美
味
し
い
鹿
肉
が
大
好
評
!!
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い
の
ち
育
む
水
と
人
が
ふ
れ
あ
う
「
里
海
」
推
進
事
業

［
県

民
環

境
部

］

【
平

成
２
７
年

度
当

初
予

算
額

1
2
，

5
5
0
千

円
】

現
状

と
課

題

○
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る

水
生

生
物

の
分
布
域
の
変
化

事
業

概
要

・
関

係
機

関
と
の
測
定
デ
ー
タ
共
有
等
の
連

携
・
海

岸
生

物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

・
水

質
測

定
デ
ー
タ
の
蓄

積

担
当

：
環

境
管

理
課

水
環

境
の

評
価

①
水

と
人

と
の

ふ
れ

あ
い
事

業

・
住

民
と
の

海
岸

生
物

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査

・
海

辺
の

教
室

，
生

活
排

水
対

策
教

室
の

充
実

③
底

層
の

溶
存

酸
素

等
の

測
定

体
制

の
整

備
及

び

デ
ー
タ
解
析

・
水

産
資

源
維
持

管
理

・
県

産
水

産
物

品
質

向
上

の
一

助

新

「
生

物
の

多
様

性
・

生
産

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
豊

か
な

海
（

里
海

）
」

づ
く

り
を

推
進

県
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が

水
環

境
の

保
全

・
再

生
対

策
の

一
員

の

意
識

づ
け

○
閉

鎖
性

海
域

に
お
け
る

栄
養

塩
類

の
管

理
の

あ
り
方

・
海

底
の

酸
欠

状
態

・
ワ
カ
メ
の

色
落
ち
問
題

等

○
微
量
化
学
物
質
汚
染
に
よ
る

水
生

生
物

へ
の
影
響

②
瀬

戸
内

海
環

境
保

全
に
関

す
る
徳

島
県

計
画

の
策

定

里
海

生
態

系

物
質

循
環

活
動

の
場

活
動

主
体

ふ
れ

あ
い

自
然

と
共

生

地
域
の
協
働

水
質

中
の

栄
養

塩
の

適
正

管
理

住
民

と
の

協
働

海
や

川
の

流
域

多
様

性
と
生

産
性

効
果
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[県
民
環
境
部
]

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額
　
２
，
７
５
０
千
円
】

県
民
ス
ポ
ー
ツ
課

事
業
受
託
者

委
託
契
約

●
自
転
車
利
用
促
進
協
議
会
の
開
催

・関
係
機
関
と
調
整
し
、
会
の
運
営
・
ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
・各

事
業

の
推
進
を
図
る
。

【
構
成
人
員
】
・ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
主
催
者

・県
自
転
車
競
技
連
盟

・
学
識
経
験
者

・
県
観
光
協
会
・
県
警
察

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施

・西
部
総
合
県
民
局
及
び
南
部
総
合
県
民
局
と
連
携
し
、
ラ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
に
抽
選
で
特
産
品
を
配
布

●
ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援

・自
転
車
王
国
と
く
し
ま
グ
ッ
ズ
の
使
用
、
大
会
運
営
の
支
援
な
ど

●
那
賀
川
流
域
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
羽
ノ
浦
大
会

●
徳
島
吉
野
川
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン
大
会

●
ツ
ー
ル
・ド
・に
し
阿
波

●
四
国
の
右
下
ロ
ー
ド
ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

●
著
名
な
ｻ
ｲ
ｸ
ﾘ
ｽ
ﾄの

招
聘

・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

話
題
性
の
あ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト

を
招
聘
し
て
、
「ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

の
充
実
」を
図
る
。

･各
事
業
の
実
践
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
｢子
供
の
体

力
向
上
｣、
｢ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
｣、
｢生
活
習
慣

病
対
策
｣を
図
る
。

●
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

■
関
係
機
関
と
の
調
整

■
ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
支
援

■
専
門
性
・ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
を
活
か
し
た
計
画
的
・効

果
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

情
報
共
有

情 報 提 供 交 換 ・ 連 携 協 働

●
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
大
会
の
開
催
支
援

●
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ツ
ー
リ
ン
グ
等

の
開
催

●
大
鳴
門
橋
開
通
３
０
周
年
記
念
事
業

う
ず
し
お
ラ
イ
ド
Ｆ
ａ
ｎ
の
開
催

・鳴
門
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
、

観
光
促
進
に
つ
な
が
る
ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
「本

県
の
特
性
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」、

「ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
」を
図
る
。

○
ミ
ド
ル
ラ
イ
ド
ツ
ー
リ
ン
グ

・
期
日
：
Ｈ
２
７
．
１
１
月

・
会
場
：
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合

公
園
・
内
容
：
①
鳴
門
の
景
観
を

楽
し
み
な
が
ら
周
遊
す
る
約

6
5
km

の
ガ
イ
ド
ツ
ー
リ
ン
グ
の
実
施
、
②
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

③
ﾗ
ｲ
ﾄﾞ
ｲ
ﾍ
ﾞﾝ
ﾄと
の
連
携
（
淡
路
島
ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞﾗ
ｲ
ﾄﾞ
で
の
啓
発

○
ポ
タ
リ
ン
グ

・
期
日
：
Ｈ
２
７
．
５
月
・
７
月
・
１
０
月

３
回

・
会
場
：
鳴
門
市
内

・
内
容
：
鳴
門
市
内
を
自
転
車
で
散
策
し
、
「
観
光
地
を
楽
し

む
」「
食
を
楽
し
む
」「
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
む
」の

視
点
に

よ
る

3
0
km
程
度
の
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ツ
ー
リ
ン
グ
を
開
催

担
当
：
県
民
ス
ポ
ー
ツ
課

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
推
進

（本
県
の
特
性
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
子
ど
も
の
体
力
向
上
、
競
技
力
の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上

等
）

「
自
転
車
で
つ
な
が
る
人
・
ま
ち
」
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
大
会
（東

み
よ
し
町
）

シ
ク
ロ
ク
ロ
ス

(C
yc

lo
-
c
ro

ss
) 
と
は
、
距
離
で
は

な
く
時
間
制
で
行
わ
れ
、
コ
ー
ス
は
短
い
距
離

(3
-
4

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
オ
フ
ロ
ー
ド
で
障
害
物
が
あ
る

周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
自
転
車
競
技
。

・
自
転
車
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
思
い
や
り
の
あ
る
「
人
づ
く
り
」

・
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
を
身
近
に
感
じ
愛
着
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

【
目
的
】

（
ト
レ
ー
ナ
ー
配
置
）

●
安
全
安
心
の
支
援

・
徳
島
県
ト
レ
ー
ナ
ー
協
会
と
調
整
し
、

ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
に
ト
レ
ー
ナ
ー
を
配
置

新

・専
門
性
を
活
か
し
、
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
大
会
運
営
を

支
援
し
、
「競

技
力
向
上
」を
図
る
。

●
情
報
発
信
の
充
実
・
交
通
安
全
啓
発
の
推
進

・各
事
業
の
情
報
を
一
元
化
し
、
「自

転
車
利
用
促
進
・交

通
安
全
啓
発
」を
図
る
。

●
健
康
サ
イ
ク
リ
ン
グ

事
業
の
実
施
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［
保
健
福
祉
部
］

　

　

　

・
対
象
者
へ
の

働
き
か
け

・
指
導
者
の

確
保

・
場
所
の
確
保

社
会

性
の

育
成

子
ど
も
の

学
習
支

援
事

業

学
習

意
欲

・

学
力

の
向

上

生
活

保
護

家
庭 ・

生
活

困
窮

家
庭 ・

ひ
と

り
親

家
庭

高 校 進 学 率 の 向 上 ・ 健 全 育 成

○
１
８
歳
未
満
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
１
６

.３
％
と
６
人
に
１
人
の
割
合
、
ひ
と
り
親
世
帯
で
は
５
０
％
以
上
（
平
成
２
４
年
）

○
生
活

保
護

世
帯

の
子

ど
も
の

高
校

進
学
率
は

全
国

で
９
０

.８
％

（
全

体
９
８

.６
％
）
、
本
県
で
は
８
６

.４
％
（
全
体
９
８

.６
％
）
と

一
般
世
帯
と
比
べ
１
０
％
程
度
低
い
状
況
（
平
成
２
６
年
４
月
）

○
平
成
２
５
年
６
月
に
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
」
が
成
立
、
平
成
２
６
年
８
月
に
は
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
大
綱
」
が
策
定

○
生
活

保
護

家
庭

を
は

じ
め
生

活
困

窮
家
庭
・
ひ
と
り
親

家
庭

の
子

ど
も
の

高
校
進

学
・
健

全
育

成
を
支

援
す
る
た
め

「
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
」
を
実
施

学
習

教
室

社
会

的
居

場
所

づ
く
り

進
路

相
談

学
習

支
援

他
者

と
の

交
流

就 職 ・ 経 済 的 自 立

福
祉

事
務

所

学
校

町
村

教
育

委
員

会

対
象

：
中

学
生

福
祉

・
教

育
の
連

携
・協

働

関
係

機
関

は
ば

た
き
学

習
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事

業

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

６
,５
０
０
千
円
】

担
当
：
地
域
福
祉
課

新

貧
困

に
よ
る
希

望
の

格
差

を
解

消
し
「
貧

困
の

連
鎖

」
の

防
止

を
図

る
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